
・児童虐待関連図書等の閲覧や、専門研修映像記録
の貸出

・児童虐待及び非行等の思春期問題に関する情報の
収集、提供 等

・児童福祉施設での臨床研究と連携した研究 等

・児童相談所、児童福祉施設等からの専門相談
・児童虐待問題等に関する福祉、心理、医療、法律
等についての相談 等

・虐待問題等に携わる職員への研修の企画・実施
・研修受講者が地域で研修を企画・実施するための
教材や情報の提供 等

子どもの虹情報研修センターの概要
（日本虐待・思春期問題情報研修センター）

○ 児童虐待防止対策として、児童相談所や児童福
祉施設等における専門的援助者の養成、高度専門
情報を集約・発信する拠点として横浜市に設置。
（国は財政支援を実施。）

○ 開設年月日：平成14年4月1日

○ 所在地：神奈川県横浜市戸塚区汲沢町983番地

２．事業内容

専門研修

情報提供

専門相談

調査研究

１．設置経緯

３．イメージ図

児 童 相 談 所

子どもの虹情報研修センター
（研修・相談・研究・情報）

教 育 機 関、医 療 機 関、民 間 団 体 など

国立武蔵野
学院

児童福祉施
設関係団体

全国民間児童
虐待防止団体

その他
関係団体等

連 携

○ 児童相談所での児童虐待相談対応件数は、統計を取
り始めた平成２年度には1,101件であったが、以降毎
年増加し、平成11年度には、11,631件まで増加。

○ 児童虐待防止法（平成12年法律第82号）の成立。
・ 児童虐待防止等のための体制整備や、専門的知識
に基づく適切な保護を行う職員の資質の向上等を図
るための研修等の措置を講ずることが国及び地方公
共団体の責務として規定された。

市区町村(児童相談部門)

児 童 福 祉 施 設 保健センター ・ 保健所
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西日本こども研修センターあかしの概要
（日本虐待・思春期問題情報研修センター）

１．設置経緯

○ 児童相談所での児童虐待相談対応件数の増加
・統計を取り始めた平成２年度の1,101件であった
が、以降毎年増加し、平成11年度には、11,631件
まで増加。

○ 児童虐待の防止等に関する法律（平成12年法律第
82号）の成立
・児童虐待防止等のための体制整備や、専門的知識
に基づく適切な保護を行う職員の資質の向上等を図
るための研修等の措置を講ずることが国及び地方公
共団体の責務として規定された。

○ 「児童虐待防止対策体制総合強化プラン」に基づ
く児童相談所及び市町村の体制強化に当たって、児
童福祉司等の専門職を確保するとともに、専門職の
専門性強化を図る必要がある。

○ このため、子どもの虹情報研修センター（横浜
市）に加え、西日本においても研修を実施する拠
点を設けることができるよう、虐待・思春期問題
情報研修センター事業を拡充。

○ 名 称：西日本こども研修センターあかし

○ 開設年月日：2019年4月1日

○ 所在地：兵庫県明石市大久保町ゆりのき通
１丁目４－７

○ 「子どもの権利条約」の理念を基本姿勢として、
全国の子ども虐待対応機関の指導的立場にある職員
等を対象として、子どもの最善の利益を最優先する
支援を行うための専門的知識・実践的支援技術の習
得に資する研修を行うことにより、子ども虐待のな
い社会の実現を目指す。

２．基本理念 ３．研 修

○ 子どもや家庭への支援における高度な実践力を有
する指導者を育成し、全国的なネットワークを形成
するとともに、新たな知見や技術の普及を通じて、
子ども虐待及び思春期問題への支援の質の向上を図
る。

（センター外観）

（施設 内観）



国立武蔵野学院附属人材育成センターにおける支援者に向けた
こどもの人権に関する研修（令和６年度実施研修）

種別 研修名 対象者 研修内容 令和５年度
参加人数

全国児童自立支援施設
職員研修

新任施設長研修
（前期後期必修）

令和５年４月１日以降に着任した施設長
および着任予定の者

施設の役割を理解し､権利擁護や人材育成等、子ど
もと職員が育つ施設運営を学ぶ

25名

ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ研修 勤務経験5年以上の者あるいは、ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲ
ｻﾞｰ又は指導的立場にある者

職員を育てる施設文化を構築するチーム養育、人
材育成､ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｽﾞのあり方を学ぶ｡

26名

中堅職員研修
（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、実習２）

勤務経験が原則2年以上のケアワーカー・
心理職員・教員など

専門性をより向上させるための高度な知識と技術
を学ぶステップアップ研修

計55名

新任職員研修
（前期後期必修、実習６）

児童自立支援施設での勤務経験が原則２
年未満の者

児童自立支援施設における基本的な心構え、知識、
技術を学ぶ基礎研修

計63名

連続事例検討セミナー 勤務経験が８年以上、またはSV研修、中
堅研修参加の有る者、直接処遇職員で、
指導的立場にある者（準ずる者も含む）。

子どもの育ち、家族のあり方を詳細に検討し、受
講者自身の支援、チーム・組織の支援を振り返り
理解を深め、参加者の育ちにつなげる。

5名

全国児童相談所
職員研修

一時保護施設
ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ研修
（２コース）

児童福祉領域での経験及び児童相談所で
の勤務が概ね５年以上で、各一時保護施
設において指導的立場にある者。

様々な背景、課題を抱えた子どもの支援を行う
スーパーバイザーの立場から一時保護施設の人材
育成と運営について考える研修

計51名

一時保護施設
実務者研修（３コース）

一時保護施設での勤務経験が概ね５年以
内、現在一時保護施設に勤務している者

様々な背景や問題を抱えた子どもにの適切な対応
を学び、必要な具体的知識を学ぶ研修

計106名

テーマ別研修 各児童相談所において、現在勤務してい
る者（職種は問わない）

児童相談所職員として、専門性をより向上させる
ためのステップアップ研修

16名

児童福祉司任用後研修 児童福祉法第１３条第３項に規定する者
のうち、児童福祉司に任用された者

「知識」「技術」「態度」の個別到達目標の達成
をめざす法定研修

40名

全国研修指導者養成研修 社会的養護における
子どもの権利擁護

都道府県知事（指定都市又は児童相談所
設置市にあっては市長）が推薦する者

都道府県等で実施する基幹的職員研修や、その他
社会的養護に関する研修等を企画・実施する者を
養成する研修

令和６年度
設定科目

子どもと保護者の育ちを
つなぐ支援

（令和５年
度天候の影
響により開
催不可）














